
̶今現在されている建設ディレクターの仕事内容を具
体的に教えてください。
工事写真やマニフェストの整理、工事書類の作成

（施工体制台帳、施工計画書の準備、道路使用許可、
委託契約書、使用材料報告書　等）、現場掲示物の
作成などを行っています。時々見積書の作成補助や
ＣＡＤソフトを用いて簡単な図面の作成・修正にも
チャレンジさせていただいています。

̶残業はありますか。（ある場合その状況も教えてくだ
さい）
ありません。

̶建設ディレクターの資格を取った経緯を教えてくだ
さい。（なぜ資格を取ろうと思ったのか）
会社初の試みである “建設ディレクター” として採

用していただきましたが、建設業は未経験です。「今
後ディレクター業務を一から確立していくためには
知識が必要だ」という社長の後押しもあり、基礎知
識や建設ディレクターについて学ぶために受講する
運びとなりました。資格は “建設ディレクター育成講
座” を受講し、試験に合格すると得ることができます。

̶仕事をする中で感じるやりがい、反対に苦労を感じ
ているのはどのようなことですか。
無事に業務を完遂できたときや、任せていただく
業務が増えていくことにやりがいを感じています。一
方で、会社初のディレクターとして社長や常務と相
談しながら、業務を確立していくべき立場でもあるの
で、その部分で強く責任を感じることはあります。し
かし、鶴見建設の皆さんは優しく、褒めてくださる方
が多く、のびのびと自分らしく頑張っていくことがで
きるので苦労を感じることはほとんどありません！

̶今後の夢や目標を教えてください。
将来的には現場代理人の方の書類作成業務のうち
約６割を建設ディレクターとして請け負うことがで
きれば良いなと考えています。そのためにも、「いつ、
どの書類が必要かを考え、自ら相談・準備すること」
「業務の幅を広げていくため、たくさんコミュニケー
ションを取り、頼みやすい環境・雰囲気づくりをす
ること」を今の目標としています。

̶今現在されている建設ディレクターの仕事内容を具
体的に教えてください。
主にＩＣＴ施工に関するデータ作成や工事書類の
作成を担当しています。具体的には、ＴＳによる現況
測量やＴＬＳによるレーザースキャンを行い、取得
したデータを解析して点群データや３Ｄ設計データ
を作成しています。さらに、それらを基にＣＩＭモ
デルの作成も行っています。また、施工計画書や施
工体制台帳、安全書類などの工事書類の作成・整理
を行い、現場が円滑に進むようバックオフィスから
施工管理をサポートしています。

̶残業はありますか。（ある場合その状況も教えてくだ
さい）
基本的に残業はほとんどありません。日々の業務

では作業の優先順位を整理し、できるだけ効率よく
進めることを意識して、定時で帰れるように心がけ
ています。繁忙期や提出期限が近い書類作成の際に
は多少残業することもありますが、ＩＣＴツールや
データ活用によって業務の効率化を図り、できる限
り無理のない働き方ができるよう工夫しています。

̶建設ディレクターの資格を取った経緯を教えてくだ
さい。（なぜ資格を取ろうと思ったのか）
現場で施工管理業務に携わる中で、書類作成やＩ

ＣＴデータ作成などの業務をより専門的に担い、現
場の負担を少しでも軽減できる存在になりたいと考
えたことがきっかけです。建設ディレクターの資格
を取得することで、現場と事務作業の橋渡し役とし
て業務を効率化し、よりスムーズな施工管理を支え
ることができると思い、取得を目指しました。

̶仕事をする中で感じるやりがい、反対に苦労を感じ
ているのはどのようなことですか。
ＩＣＴ施工や３Ｄデータの作成を通して、現場の
作業効率が向上したり、施工がスムーズに進んだり
したときにやりがいを感じます。自分が作成した３
Ｄ設計データやＣＩＭモデルが実際の施工に活用さ
れ、現場の判断材料として役立っていると実感でき
る瞬間はとても嬉しいです。
一方で、新しい技術やソフトウェアを扱う機会が
多いため、常に知識を学び続ける必要があり、その
点は苦労することもありますが、自分のスキルアッ
プにつながる部分でもあると感じています。

̶今後の夢や目標を教えてください。
今後は、ＩＣＴ施工やＣＩＭなどのデジタル技術を

さらに活用し、現場の効率化や生産性向上により貢
献できる建設ディレクターになることが目標です。
また、海外の技術や考え方も取り入れながら、日本
の現場との架け橋となり、より円滑な現場運営を支
えられる存在になりたいと考えています。
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